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１．研究計画の概要 

本研究は、アメリカ独立革命期の建国神話
がいかに構築され、それが共和政期および、
その後の南北戦争以前期（文学史上のアメリ
カ・ルネサンス期と重なる）の文化の中で、
いかに表象され、受容されてきたのかを考察
するものである。 

 そもそも体制転覆の最たる事例であると
ころのアメリカ独立（および戦争）が、英雄
的後期に読み替えられるためには、神話や英
雄像の構築が必要であった。宗主国の君主の
暴行を列挙して反逆の正当性を訴え、新国家
のために新たなる父親像を提示するために
は、いかなるレトリックが駆使され、またそ
れは、どのように民衆に受容されていったの
か。そして領土拡大と人種問題の顕現化によ
り、建国期の矛盾が暴かれ、連邦崩壊の危機
を迎えたアンテべラム期において、それ以前
（共和政期後期）までに生成された神話どの
ような影響をもたらしたのかを考察するの
が、本研究の意図するところである。 

 従って、本研究は、四年間で、アメリカの
「起源」である独立革命期の建国神話や英雄
物語を、「再生」を意味するアメリカ・ルネ
サンスの時代から捉え直すとともに、建国期
に隠蔽された政治的矛盾を、アメリカがいか
に国民的「合意」へと読み替え、そうした国
家建国の理想と矛盾が、当時の文学にいかに
反映され、また関連しているのかを明らかに
することを目標とする。端的に言えば、アメ
リカ文化・アメリカ文学内部に潜在する建国
神話の理想や矛盾を、多角的に検討・追求す
るのが、本研究の目的であり意義である。 

 さらに本研究においては、こうした考察家
庭で、従来の文学史、文学批評しにおいて、

あまり注目されず、分析対象となってこなか
った作品の発掘・紹介も試みる。単に読み捨
てられ、忘れ去れた大衆作家作品を見出すば
かりではなく、キャノン作家の埋もれた名作
を取り上げることによって、共和政期以降の
大衆文化受容をより鮮明に示すとともに、ア
メリカ文学史・批評史の再構築にも貢献した
い。 

 

２．研究の進捗状況 

上記研究概要に対して、これまでの４年間
に、(1)ワシントン伝の構築と散布、(2)国璽制
定プロセスと領土拡大に伴うアメリカ建国
神話と先住民との関係、(3)南北戦争前期の都
市発展から見る建国の理念の矛盾、(4)環大西
洋的視座から見たアメリカ独立と神話構築
への再評価、(5)共和政期における親英意識の
表象と糊塗といったテーマを、様々な作家作
品や歴史的、文化的事象の背後に見出し、指
摘してきた。 

現在進行中の論考としては、(6)アメリカ独
立が明示した抵抗・反逆精神の発露が、個人
的および組織的レベルでどのような歴史的、
文化的、文学的事象となり顕現化するのかに
ついて、いくつかの自伝・伝記とともにシェ
ーズの反乱、南部奴隷反乱、ジョン・ブラウ
ンの蜂起などの中に探る試み、および、(7)

共和政期、アメリカ近海を舞台とした海洋物
語ジャンルの生成とそれが建国神話に及ぼ
した（構築的・脱構築的）影響を探る試みの
二点に取り組んでいる。 

より具体的には、スティーヴン・バロウズ
の『回想録』に見出せる権威への抵抗と争奪
を、独立宣言のなぞりであると想定し、エド
ワード・ベラミーによるシェーズ反乱に関す
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るロマンスをも射程に入れながら、そのスプ
リングフィールド・コネクションによって、
ジョン・ブラウンへと接続させる論考の構築
を目指す。さらに、クーパー作品における独
立革命三部作のみならず、中後期作品郡中か
らも文学史上黙殺されていたテクストを掘
りおこす。 

こうした考察にプラスして、これまでの研
究成果と合わせて全体的な総括を行い、それ
を出版可能な統合的テクストとなるよう推
敲作業もあわせて行う。 

 

３．現在までの達成度 

②概ね順調に進展している。 

当初想定していた研究内容以上の考察の広
がりが明らかとなったため、いくつかの発表
論文のテーマ的枠組みが広がっているもの
の、基本的には、順調に、成果を発表できて
いると考える。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 まず、本研究終了までの、短期的な方策と
しては、前述および後記の成果に関して、ジ
ャンル論および年代順別の網羅的配置につ
いて再吟味する。すなわち、これらの論考の
まとまりが、アメリカ文学史通史の中に位置
づけられる有機体の一部として、いかなる意
義を有するのかを再検討し、その作業を経た
のち、単著としての出版を目指す。 
 また、本研究期間終了後の中長期的な方策
としては、前述２．(6)、(7)のテーマをさら
に発展敷衍させ、複数の作家作品研究とも連
動させる。 
 いずれにしても、特定個々の作家研究およ
び、局所的地域研究を超えた、文学史、文化
史の再評価に直接的、間接的に繋がるような、
学際的視点からの論考を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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